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1 はじめに
電磁界解析手法の 1つに差分時間領域法(FD-TD法)【1】がある.この手法を用いて数値解析
を行うには,解析空間を格子に分割し,媒質定数及び境界条件を与える必要がある.これらは解
析に直接影響を及はすため,正しく入力されることが要求される.しかし,3次元問題に対して,
これらの作業を人手で行うには多くの時間と労力を必要とする.
ここではこの過程を自動化し,境界条件等が容易に得られるプリプロセッサの開発を行った.ま
た,これを実際に適用し,内部に誘電体を含む痛温熱療法用リエントラント型空洞共振器アプリ
ケ一夕の差分格子を得たので報告する.
2 格子分割
直交格子を用いたFD-TD法を考え,甲1に
示す格子に分割を行った.直交格子を用いて斜
交形状や任意曲面形状を近似すると,物体の近
似は階段状になる.この時,近似された形状が
適当でなければ,正しい差分格子を得ることは
できない.また,解析対象が複雑な形状になる
と,それにともない境界条件も複雑に変化する.
図2に2次元平面での例を示す.実線は実際の
形状であり,薄く塗られた部分は近似された物
体の形状を表している.ここで 軸 に注目する
と,EylとEy2では解析に用いる媒質定数の値は
異なり,例えば比誘電率の億はそれぞれ1/4er,
3/4E,となる.この計算を行うためには電磁界成
分が,近似された物体上にどのように配置され
ているのかを完全に把撞しなければならないた
め,人手ではかなりの労力を要する.そこで,吹
に示すようなアルゴリズムを考案し,解析対象
の近似及び境界条件を与える点の選択を行った.
(1)解析領域全体を単位格子に分割する.
(2)解析する物体を定義する.
(3)格子の重心が,物体内部に存在するか,
外部に存在するかを調べる.
(4)内部に存在するならば,その格子は物体
に含まれる.
図 1 単位格子(Yee'sCel)
図 2 2次元平面上で近似された物体
(5)すべての格子について(3),(4)を行う.
(6)近似された物体に対し,適当な媒質定数と境界条件を与える
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以上により,各格子点における導電率,比誘電率,及び比透磁率のそれぞれの値と,電界及
び磁界の各成分のX,y,Z方向への空間牡散間隔及び境界条件を得る.これらの出力情報を用いて
解析を行う.
3 分割例
図3に示す内部に誘電体を含むリエントラン
ト型空洞共振器アプリケ一夕を考える.ここで
は解析空間全体を,一辺25mmの立方格子に
分割した(76×58×76).その結果を図4に示
す.ここで得られた差分格子を用いた解析例は,
文献【2】に示されておりここで提案した手法の
妥当性が確認されている.
4 まとめ
本報告では,直交格子 FD-TD法における物
体の近似,及び境界となる格子点の求め方を示
した.また.このアルゴリズムを用いた自動分
割プログラムを作成し,実際に格子分割を行っ
たところ,良好な形状の近似と境界条件が得ら
れた.今後は,任意格子による分割を自動で行
うプログラムの作成を予定している.
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図3 リエントラント型空洞共振器
アプリケ一夕
図4 格子分割図
